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トップインタビュー

おかげさまで、過去最高利益を
3年連続して更新しました。

　現在の5カ年計画「REACT1000」は２年が経過
し、今年の4月から中間点に入りました。最高益は、
新しい事業となった基板材料と電子材料が順調に
伸びたことと原料の低位安定に支えられたコスト
削減努力が要因です。しかしながら、売上高は2年連
続して減少しました。期待した太陽電池分野が不振
であることと、海外展開の遅れが理由です。
　経営を評価する指標として、3つのものさしを重
視しています。安全性（自己資本の充実）、収益性（売
上高営業利益率）、そして、成長性（毎年の売上高伸
長）です。安全性と収益性は、この10年間の全社的
な取り組みによって改善していると判断します。連
続して減少した売上高を分析して、成長性に課題が
あると反省する2017年3月期でした。

「SUS5」を合言葉に、
行動の革新を図ります。

　2020年の3月末に向かう目標のうち、売上高を
当初の750億円から670億円に修正しました。営業
利益の60億円他の目標は変えません。計画の推進
にあたり、会社を取り巻く株主さまをはじめとする4
つのステークホルダーにお示しした行動指針の20
項目も不変です。売上高目標の見直しをローリング
と呼んで、行動の革新を社内で論じました。
　670億円の売上高を確かにし事業ポートフォリオ
を良化します。不採算部門から撤退します。「SUS5」
の最初のSは、スマイルカーブの技術開発で収益を
上げる。Uはユニークさで評価される企業として、
お客様との連携を深めるユナイト（手を取り合う）
です。次のSは編み上げ靴の紐のストラップで、ボト
ム、ミドル、トップの役割を引き締めます。

私たちは、
「ユニ・トップ」で輝く
企業を目指して
価値の創造に努めます。

代表取締役 会長 兼 社長

笑う門には福来る、
ありがたい弁財天さまの教えです。

　スマイルに触れながら社員に語りかけたことを
ご紹介します。七福神でただ一人の女性が弁財天、
弁天さまです。神さまの役割を決める会合がありま
した。女性ですから化粧や衣装準備で忙しく時刻に
間に合いませんでした。遅れた結果、他の神の残し
た全てが弁天さまの担当です。音楽、弁舌、幸福、長
寿、厄除、勝利をつかさどる神さまになられました。
　弁天さまが長生きして美貌を保つためにされて
いた習慣が3つあります。お姿の通り琵琶を弾き、い
つも指を動かしておられました。そして、にこにこ
と笑われることです。さらに、正座の姿勢から「よい
しょ」と30分に一度立ち上がられます。この動作で
筋肉を鍛える耳石という部分が働き健康になりま
す。女神の教えが行動を促す福の源と訴えました。
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化学の夢を追い続けます。
　「新時代のダーウィンになれ」。宮沢賢治の言葉を
胸に不老長寿に取り組まれるお方と話がはずみまし
た。金を作ろうとした人類の夢は中国に渡って、命の
不思議への挑戦となります。錬金術から始まる化学
の原点でございます。「SUS5」の5は、売上高に占め
る研究開発費の指標です。5％以上として、材料また
技術の開発に力を入れます。
　2050年の進路を見すえるテーマが話題になりま
す。資源の枯渇や少子高齢化などが、差し迫る問題と
して取り上げられます。20世紀の百年間に、世界の
一人当たりの国内総生産額は15倍に拡大しました。
新ビジョン2050と題した本は、20世紀末を天井に
経済が循環社会へ入ると結んでいます。このサステ
イナブルを可能にするのは、化学です。

「こたえる化学」で進化し、
ご期待に沿える経営を行います。

　新年度が始まった4月に体制を整えました。ガバ
ナンス（企業統治）を充実させるために執行役員制
度を廃して取締役、監査役の役割深化を宣言しまし
た。執行の責任者ともなる取締役は、成長性を意識
した仕事に取り組みます。中長期の戦略を考える企
画部門を、事業本部長の直属としました。そして、海
外部門を一新して国際事業部に呼称変更しました。
　四日市の霞新工場では、リニア中央新幹線のトン
ネル関連素材、電子素材が順調に稼動し、予定した
グランドデザインの仕上げへと進んでいます。自己
株式の取得を実施し、資本の効率化も行いました。
少量多品種で培った技術群を新しく結合させるの
もユナイトです。ユニ・トップを掲げて、「こたえる
化学」を進化させます。益々のご支援をお願い申し
上げます。

2018年3月期業績予想

売上高

経常利益

営業利益

親会社株主に帰属する
当期純利益

57,800百万円

3,800百万円

4,000百万円

2,500百万円

中期経営計画の進捗について
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財務データ（連結）

28,044
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事業セグメントの概況
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DKS Close-up
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決議結果/自己株式取得結果

2017年6月27日開催の第153期定時株主総会は、お蔭様を
もちまして終了いたしました。
その決議の結果につきましては、インターネット上の当社ウェブ
サイト（http://www.dks-web.co.jp）に掲載いたしております
ので、そちらをご高覧ください。

当社は、2017年1月31日開催の取締役会において、会社法第165条第3項の規定により読み替えて適用される同法第
156条の規定に基づき、自己株式の取得について決議し、以下のとおり取得いたしました。 

1 取得対象株式の種類　 当社普通株式 

2 取得した株式の総数　 2,269,000株

3 株式の取得価額の総額 999,856,000円 

4 取得期間 平成29年2月1日〜平成29年3月3日 

5 取得理由 資本効率の向上を図るとともに、経営環境に応じた機動的な資本政策を
可能とするためであります。 

 第153期定時株主総会決議のご通知

 自己株式取得の結果

こちらをご覧下さい

http://www.dks-web.co.jp
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会社概要・株式の状況（2017年3月31日現在）

 会社概要  株主分布状況

 大株主一覧（上位10名）

 取締役、監査役、執行役員（2017年6月27日現在）

 事業所

社名 第一工業製薬株式会社
創業 明治42年4月
創立 大正7年8月
資本金 88億9,520万円
従業員数 486名（連結967名）

●本店 ●名古屋支店 ●四日市事業所 千歳工場
●本社・研究所 ●九州支店 ●四日市事業所 霞工場
●東京本社 ●大潟事業所
●大阪支社 ●滋賀事業所

役  職 氏  名
代表取締役
会長兼社長 坂本 隆司

常務取締役 浦山　 勇
取締役 藤岡 敏式
取締役 祝迫 浩一
取締役 山路 直貴
取締役（社外取締役） 多々良 裕志
取締役（社外取締役） 谷口　 勉
常勤監査役 関口　 恒
監査役（社外監査役） 田中 晴男

役  職 氏  名
代表取締役
専務取締役 赤瀬 宜伸

常務取締役 大西 英明
取締役 北田　 明
取締役 岡本 修身
取締役（社外取締役） 青木 素直
取締役（社外取締役） 髙島 雅博
常勤監査役 西崎 信一
監査役（社外監査役） 井手 秀彦 株主名   所有株数（株）持株比率（%)

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 4,235,000 8.36
第一生命保険株式会社 3,067,000 6.05
株式会社みずほ銀行 2,135,000 4.21
株式会社京都銀行 2,085,000 4.11
朝日生命保険相互会社 1,697,000 3.35
DKS取引先持株会 1,391,000 2.74
DFA INTL SMALL CAP VALUE PORTFOLIO 1,363,000 2.69
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 1,300,000 2.57
第一工業製薬従業員持株会 1,290,317 2.55
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口5） 854,000 1.69

（注） 1.当社は自己株式を2,747,089株保有しておりますが、上記大株主からは除外して
おります。  

 2.持株比率は、自己株式を控除して計算しております。
3.DFA INTL SMALL CAP VALUE PORTFOLIOは、「CBNY DFA INTL SMALL 

CAP VALUE PORTFOLIO」から名称変更しております。  




